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サイズ 性能ランク 端子端子 サイズ

ＶＩＣＴＯＲＹ ＦＯＲＣＥ
ＩＤＬＩＮＧ ＳＴＯＰⅡの表記

M－55 R / B20 R

従来のサイズ表記

M－42R / 55B20R

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、

省
エ
ネ
法
に
基
づ
き
自
動
車
に
燃

費
基
準
が
設
定
さ
れ
、各
メ
ー
カ
ー

は
エ
コ
カ
ー
の
開
発
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
燃
費
性
能

と
コ
ス
ト
に
優
れ
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
車
の
販
売
台
数
が
飛
躍
的

に
増
加
。２
０
２
０
年
に
は
乗
用
車

全
体
の
３５
％
を
占
め
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
極
活
物
質
添
加
剤

　
バ
ッ
テ
リ
ー
の
劣
化
要
因
の
一
つ
と
し

て
、充
放
電
の
繰
り
返
し
に
よ
る
正
極
板

の
活
物
質
の
脱
落
、正
極
板
の
軟
化
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に
新
し

い
添
加
剤
を
採
用
。活
物
質
の
粒
子
間
の

結
び
つ
き
を
強
化
し
ま
し
た
。

新
型
セ
パ
レ
ー
タ
を
採
用

　
正
極
板
と
負
極
板
の
接
触
を
防
ぐ
た
め

の
セ
パ
レ
ー
タ
を
改
良
。負
極
板
側
に
も
リ

ブ
を
形
成
し
、セ
パ
レ
ー
タ
間
の
電
解
液
量

を
確
保
す
る
こ
と
で
極
板
全
体
の
充
放
電

反
応
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
ま
し
た
。

薄
型
極
板
を
採
用

　
バ
ッ
テ
リ
ー
内
部
の
極
板
を
薄
型
化
し
、

各
セ
ル
毎
の
正
極
板
を
１
枚
追
加
し
ま
し

た
。極
板
は
薄
く
な
り
ま
す
が
、反
応
面
積

を
増
や
す
こ
と
で
、正
極
板
に
充
填
し
た

活
物
質
の
負
担
が
分
散
さ
れ
、耐
久
性
能

と
充
電
受
入
性
能
が
向
上
し
ま
し
た
。

Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ⅱ
は
国
内
最
高
ラ
ン
ク
の
性

能
を
持
つ
次
世
代
型
バ
ッ
テ
リ
ー
で
す
。で
は
な
ぜ
、こ
れ
ほ
ど
高
い
耐
久
性
能
を
持
つ

バ
ッ
テ
リ
ー
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
背
景
に
は
、近
年
の
環
境
意
識
の
高
ま
り

と
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
進
化
、カ
ー
ラ
イ
フ
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
発
売
さ
れ
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
車
は
従
来
に
比
べ
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
時
間
や

回
数
が
増
え
て
お
り
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
使
用
状
況
は
よ
り
過
酷
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。「
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ⅱ
」は
、3
つ
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る

充
放
電
の
連
鎖
に
も
耐
え
ら
れ
る
高
耐
久
性
能
を
実
現
！
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

車
対
応
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

理
由
そ
の
1

エ
コ
カ
ー
の
急
速
な
普
及

セパレータを
改良

最新の
添加剤を使用

極板を追加

従来品

●従来のアイドリング
　ストップシステム

アイドリングストップ車
対応バッテリーの需要増

　
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
進
化
に
よ
っ
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
の
回
数
や
時
間
が
増
え
た

一
方
で
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
時
間
は

短
縮
。さ
ら
に
、電
動
ス
ラ
イ
ド
ド
ア

や
ス
マ
ー
ト
キ
ー
、セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

な
ど
の
車
両
装
備
が
増
え
た
こ
と

で
、バ
ッ
テ
リ
ー
に
か
か
る
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。短
時
間
で

も
十
分
に
充
電
で
き
、過
酷
な
使
用

状
況
で
も
性
能
を
維
持
で
き
る
バ
ッ

テ
リ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
由
そ
の
2

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
進
化

　
乗
用
車
の
月
間
平
均
走
行
距
離

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
要

因
の
一
つ
に
、車
を
「
日
常
の
買
い

物
・
用
足
し
」
で
使
用
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。主
に「
ち
ょ
い
乗
り
」で
使

用
さ
れ
る
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
放
電

気
味
に
な
り
、バ
ッ
テ
リ
ー
に
か
か

る
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

理
由
そ
の
3

カ
ー
ラ
イ
フ
の
変
化

な
ぜ
必
要
！？
高
性
能
な

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
車

対
応
バ
ッ
テ
リ
ー

高
耐
久
性
能
を
実
現
し
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を

最
大
限
に
活
か
す
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

薄型極板

従来品

新型セパレータ

2020年には
3台に1台が
アイドリング
ストップ車に

2015年

15%

2020年予想

35%

●進化したアイドリング
　ストップシステム

燃焼
（充電）

定速 減速 停車
停止

（→発進）

減速
フューエルカット
（回生充電）

アイドリング
ストップ

（低率放電）
燃焼

（高率放電）

燃焼
（充電）

減速
フューエルカット
（回生充電）

アイドリング
ストップ

（低率放電）
燃焼

（高率放電）

アイドリング
（充電）

最新のアイドリングストップシステムには
消費したエネルギーを短時間で回復できる

バッテリーが必要

「ちょい乗り」が多いお客様には短時間
で充電できるバッテリーが最適

ＶＩＣＴＯＲＹ ＦＯＲＣＥ　ＩＤＬＩＮＧ ＳＴＯＰⅡ　取り扱いの注意点
交換時の寸法確認・・・・バッテリーカバーやトレイがある場合は寸法に余裕があるかを必ず確認してください。
在庫のメンテナンス・・・・バッテリーの性能を維持するために、３ヵ月に一度を目安に補充電を実施してください。

薄い極板を使用して
枚数アップを実現！

正極板側にのみ
リブを形成

負極板側にもリブを
形成して反応を
活性化

負

負

極負

極正

極正

極

アイドリングストップ
領域拡大

従来の
「M」サイズに加え、
「N」「Q」「S」
の3つのサイズを
追加！

従来のサイズはSBA規格とJIS
規格を併記していましたが、
ＶＩＣＴＯＲＹ ＦＯＲＣＥＩＤＬＩＮＧ ＳＴＯＰⅡ
はより分かりやすくするために性能
ランクの表記を統一しました。

新たに追加したサイズ

アイドリングストップ車の
93%に対応！

N－75/B24L
Q－95/D23L
S－110/D26L

3
種
類
の
サ
イ
ズ
を
追
加

※一般社団法人日本自動車工業会 
2015年度乗用車市場動向調査より

※ ㈱GSユアサ調べ

2001年

450km

2015年

350km

2001年

31%

2015年

42%

100km
も減少

11%増

月間平均走行距離

車の主な使用用途
における

買い物・用足しの割合

従来品

18ヵ月または
3万ｋｍ

※製品補償は期間と走行距離のどち
らかが到達するまでとなります。
通常車搭載時の製品補償は36ヵ月
または10万ｋｍです。※ SBA：電池工業会規格　JIS：日本工業規格

※リブ：極板とセパレータの間にある空間

ＶＩＣＴＯＲＹ ＦＯＲＣＥ
ＩＤＬＩＮＧ ＳＴＯＰⅡ

24ヵ月または
4万km※

従来品

補
償
期
間
が
延
長

さら
に

STOP GO

国内最高水準の性能ランクを実現し
たことに加え、性能ランクの数値に
は表れない耐久性能を大幅に改善。
最新のアイドリングストップ車にも
対応した高性能・高耐久性能を持つ
次世代型バッテリーとして生まれ変
わりました。

アイドリングストップ車
の保有台数構成比

性
能
ラ
ン
ク
表
記
が

変
わ
り
ま
し
たお客様が安心して運転できる環境を支えるＥＮＥＯＳのアイドリングストップ車対応バッテリー

「ＶＩＣＴＯＲＹ  ＦＯＲＣＥ  ＩＤＬＩＮＧ ＳＴＯＰⅡ」。
多くのユーザー様へご提案いただきますよう、よろしくお願いいたします。

この冬、アイドリングストップ車対応の
ＶＩＣＴＯＲＹ ＦＯＲＣＥが進化を遂げて
リニューアル！
進化のポイント

　　　　「充電受入性能」を向上　
短時間で素早く充電できるよう、バッテリーの充電受入
性能を向上いたしました。

　　　　「耐久性能」を大幅に改善　
近年の進化したアイドリングストップ車の激しい充放電に
も対応できるよう、耐久性能を向上。これにより従来品に
比べアイドリングストップシステムの性能を長期間維持で
きるようになり（従来品比２００％超）、「省燃費」や「ＣＯ２
削減」など、地球環境に対しさらに貢献できる商品となり
ました。

その1

その2


